
拡張版日本海海況予測システム(JADE2)
－ スーパーコンピュターで水温・塩分と海流を予測する －

なぜ海況予測が必要なの？
魚は広い日本海を回遊しながら自分にあった環境（水温、餌など）を選んで生息しています。魚を持続的な資源と
して有効に利用するためには、それぞれの魚の一生のしくみ（生まれて、成長して、産卵して…の繰り返し）を明ら
かにして、いつどこでどれくらい漁獲すればよいかを考えなければなりません。そのためには、海の環境の変動を
予測することが必要です。

拡張版日本海海況予測システム(JADE2)って何？
拡張版海況予測システム(JADE2)は、日本海の水温分布や海流分布を予測するシステム(JADE)の海域を東シナ
海まで拡張した海況予測システムです。九州大学と共同で開発し、農林水産研究情報総合センターのスーパーコ
ンピューターで毎週１回３ヶ月先までの日本海と東シナ海の海況（水温、塩分、海流）の予測計算を行っています。
予測結果はインターネットで公開しています（http://jade2.dc.affrc.go.jp/jade2/）。

どうやって海況予測するの？

気象条件（気温、風向・風速等）に加えて、人工衛星データ（海面水温、海面高度）、Argoフロートや各府県の日本
海と東シナ海の水産研究機関が定期的に行っている海洋観測データ（水温・塩分）等、様々な観測データを組み
合わせて数値計算モデル（海洋大循環モデル）を駆動し、精度の高い予測計算を行っています。

海洋観測と予測計算のリンク

大型クラゲの移動予測の例

例：８月１９日に１ヶ月先（９月１９日）の水温と流速分布（水深4m）を予測しました。

2015年7月22日に対馬海峡か
らクラゲが流入したものとして
移動予測を始め、2ヶ月後の9
月23日のクラゲ分布予測を示
します。

青点：対馬海峡赤西水道北部を
通過したクラゲ

緑点：対馬海峡赤西水道南部を
通過したクラゲ

赤点：対馬海峡赤東水道を通過
したクラゲ

気象データ
＋

人工衛星と
海洋観測データ

スーパーコンピュータ

何に利用できる？

・近年、漁業に甚大な被害を与えている大型クラゲ
の移動予測にこのシステムが使われています。

・このシステムは過去の海況も精度良く再現するこが
できるので、過去の水産資源変動の研究にも利用で
きます。例えば、マアジ等、東シナ海で生まれて日本
海に回遊する魚種の卵稚仔がどこを回遊するかを予
測するモデルにこのシステムが利用されています。

・漁業者や海を利用する一般の方々にも有用な情報
を提供できるものと期待しています。

皆様もインターネットで
http://jade2.dc.affrc.go.jp/jade2/

にアクセスしてみて下さい。

左のページがでてきます。

知りたい情報を選んで<Go>をクリックす
ると、水深別の水温分布、塩分分布、海
流分布が表示されます。
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